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日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

１

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

日奈久の人口
（５月末現在）

男 1,178人

女 1,292人

計 2,370人

(前月比-3人)

(2009年末3,444人)

令和５年７月号
（第１６７号）
発行者

日奈久住民自治会

７月の行事から
5日(水)ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会
15日(土)卓球大会
17日(月) 海の日
20日(木)小・中１学期終業式
29日(土)丑の湯祭り前夜祭
30日(日)丑の湯祭り

<住民自治会関係会議等>
13日(木)市政協力員例会
18日(火)運営委員会
20日(木)広報部会

６
月
４
日
（
日
）
、
大
坪
川
と
桑
鶴

川
周
辺
の
除
草
作
業
、
ゴ
ミ
拾
い
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
前
も
っ
て
自
宅
周
辺

の
除
草
作
業
は
終
わ
っ
て
お
り
、
作
業

は
素
早
く
完
了
で
き
ま
し
た
。
町
民
多

数
の
参
加
が
あ
り
、
見
違
え
る
ほ
ど
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
町
内
の

皆
様
と
一
緒
に
き
れ
い
な
町
を
維
持
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
町
内

会
長
の
杉
本
萬
樹
氏
は
話
し
ま
し
た
。

大
坪
町
で
は
、
４
月
28
日
（
金
）
、

ゴ
ミ
収
集
場
所
の
土
間
コ
ン
打
ち
を
長

迫
地
区
有
志
で
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

５
月
に
は
、
町
内
３
カ
所
の
「
可
燃
物

ゴ
ミ
収
集
箱
」
を
台
風
対
策
と
カ
ラ
ス

対
策
を
施
し
た
新
し
い
収
集
箱
に
変
え

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
間
中
止
さ
れ
て
い
た
婦
人

会
旅
行
が
、
今
年
は
実
施
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

「
参
加
し
ま
す
」
と
大
張
り
切
り
で
申
し
込
み

ま
し
た
。

５
月
23
日
（
火
）
、
マ
ス
ク
着
用
、
大
声
で

の
会
話
制
限
な
ど
あ
っ
た
も
の
の
、
朝
か
ら
賑

や
か
な
こ
と
。
い
よ
い
よ
阿
蘇
路
に
入
り
、
車

窓
か
ら
見
え
る
熊
本
地
震
で
崩
落
し
た
山
肌
が

あ
ら
わ
に
な
っ
て
い
る
所
の
多
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
ま
た
、
立
野
に
復
旧
さ
れ
た
新
阿
蘇
大
橋

に
感
嘆
し
、
橋
桁
だ
け
残
る
旧
大
橋
に
、
「
あ

と
１
分
違
っ
て
い
れ
ば
」
と
犠
牲
に
な
ら
れ
た

大
和
晃
さ
ん
の
ご
冥
福
を
祈
り
黙
祷
し
ま
し
た
。

阿
蘇
神
社
に
到
着
す
る
と
、
復
興
工
事
が
進

み
、
楼
門
の
銅
板
屋
根
は
陽
が
当
た
り
、
ぴ
か

ぴ
か
に
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。
阿
蘇
高
原
は
、

野
焼
き
が
済
み
、
見
渡
す
限
り
緑
一
杯
の
草
原

６
月
２
日
（
金
）
、
日
奈
久
駐
在
所

（
日
奈
久
竹
之
内
町
３
０
６
０
番
地
４
）

の
落
成
式
が
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
福
島
誠
治
副
市
長
は
じ

め
約
40
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
日
奈
久
派
出
所
は
、
昭
和

53
年
に
落
成
し
、
45
年
間
日
奈
久
・
二
見

地
区
の
安
心
安
全
の
拠
点
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
移
転
し
た
新
施
設
は
、
３
月
27
日

か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
駐
在
所
と
い
う
こ
と
で
、
常
に
警
察
官

が
駐
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
が
設
置
さ
れ
、
よ

り
地
域
の
生
活
安
全
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

駐
在
員
は
、
大
西
英
治
警
部
補
と
迎
田

祐
大
巡
査
長
で
す
。
代
表
し
て
大
西
警
部

補
が
「
駐
在
所
員
の
責
務
は
、
地
域
の
安

全
と
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
で
す
。
地
域

住
民
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
べ
き
、
勤

務
員
相
互
に
力
を
合
わ
せ
て
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
日
奈
久
・
二
見
地
区
の

実
現
に
向
け
て
職
務
に
邁
進
す
る
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
決
意
表
明
を
し
ま

し
た
。

５
月
24
日
（
水
）
10
時
か
ら
ゆ
め
倉
庫

で
、
福
祉
推
進
協
議
会
総
会
が
52
名
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
社
協
か
ら
３
名

（
松
山
地
域
福
祉
係
長
・
宮
西
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
・
松
下
サ
ロ
ン
担
当
者
）
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
髙
田
榮
昭
会
長
か
ら
「
ふ
れ
あ
い

委
員
へ
の
委
任
状
渡
し
は
後
日
行
う
。
発

表
さ
れ
る
数
字
は
減
少
し
て
い
る
が
、
コ

ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
留
意
を
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
坂
部
彰
議
長
の
進
行
で
「
令
和
４

年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
監
査
報
告
」

「
令
和
５
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
」

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
事
業
計
画

６
月

ふ
れ
あ
い
委
員
研
修

９
月

校
区
サ
ロ
ン
の
集
い

福
祉
座
談
会

10
月

社
協
ふ
れ
あ
い
委
員
研
修

11
月

市
い
き
い
き
サ
ロ
ン
大
会

市
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

お
互
い
さ
ま
の
日

３
月

い
き
い
き
サ
ロ
ン

サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会

質
問
・
意
見
と
し
て

＊
ふ
れ
あ
い
委
員
数
が
減
少
し
て
い
る

答
「
対
象
者
の
減
少
や
辞
退
な
ど
で
」

＊
福
祉
推
進
協
議
会
の
組
織
表
に
「
住
民

自
治
会
」
が
入
っ
て
い
な
い

答
「
平
成
５
年
校
区
福
祉
推
進
協
議
会

発
足
時
に
議
論
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
規
約
も
含
め
て
検
討
」

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
後
、
社
協
の
松
山
係
長
よ
り
、

「
社
協
っ
て
何
？
」
と
い
う
講
話
が
あ
り

ま
し
た
。

社
協
は
、
民
間
組
織
の
「
自
主
性
」
、

行
政
と
の
連
携
協
働
の
「
公
共
性
」
を
合

わ
せ
持
つ
民
間
団
体
。
地
域
課
題
の
解
決

に
取
り
組
み
、
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
。

・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

・
自
立
支
援
（
食
料
支
援
・
職
業
紹
介

資
金
貸
付
な
ど
）

・
福
祉
教
育
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

福
祉
用
具
貸
出
な
ど
）

・
や
つ
し
ろ
万
灯
会

・
共
同
募
金

・
被
災
者
支
援

・
高
齢
者
見
守
り

・
引
き
こ
も
り
支
援
・
買
い
物
支
援

・
赤
い
羽
根
自
動
販
売
機
（
八
代
６
台
）

設
置
で
地
域
貢
献
を

等

福
祉
推
進
協
議
会
だ
よ
り

三
年
ぶ
り
に
総
会
開
催

挨拶をする髙田会長

町
内
の
皆
様
の
協
力
で
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た

（
町
内
一
斉
清
掃

大
坪
町
編
）

進む除草作業

土間コン打ちを終えて記念撮影

に
は
、
所
々
に
ゼ
ン
マ
イ
や
ワ
ラ
ビ
の
大
き

く
な
っ
た
姿
が
見
え
、
「
今
度
は
山
菜
採
り

に
来
た
い
」
と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

目
的
の
花
公
園
に
到
着
で
す
。
思
っ
て
い

た
以
上
に
広
い
公
園
の
花
壇
に
は
、
色
と
り

ど
り
の
花
が
一
面
に
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
花
畑
で
は
、

新
婚
さ
ん
が
前
撮
り
を
し
て
い
て
、
手
を
振

る
と
笑
顔
で
手
を
振
り
返
し
て
く
れ
て
、
幸

せ
な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
幾
棟
も
並
ぶ
白
い
テ
ン
ト
は
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
等
も
で
き
る
宿
泊
テ
ン
ト
だ
と
聞

き
、
も
う
少
し
若
い
と
き
で
あ
れ
ば
宿
泊
し

て
み
て
、
満
天
の
夜
空
を
見
る
の
も
良
い
だ

ろ
う
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
楽
し
く
癒
や
さ

れ
っ
ぱ
な
し
の
一
日
で
し
た
。

婦
人
会
研
修
旅
行

九
重
花
公
園
と
新
緑
の

阿
蘇
路
の
旅
に
参
加
し
て

「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
」

日
奈
久
駐
在
所
落
成
記
念
式
典
開
催

決意表明する大西警部補

住
民
自
治
会
運
営
委
員
会
か
ら

６
月
15
日(

木)

開
催
の
運
営
委
員
会
か
ら
、

主
な
事
項
を
お
伝
え
し
ま
す
。

○
生
活
環
境
部
会

・
津
森
小
遭
難
の
碑
広
場
の
清
掃
を
７
月
25

日(

火)

午
前
６
時
30
分
に
実
施
予
定
で
す
。

予
備
日
は
８
月
１
日(

火)

で
す
。

○
事
務
局

・
日
奈
久
住
民
自
治
会
設
立
10
周
年
事
業
と

し
て
、
文
字
を
入
れ
た
タ
オ
ル
を
配
付
予
定
。

○
そ
の
他

・
最
近
、
校
区
内
で
空
き
家
を
狙
っ
た
窃
盗

未
遂
事
件
が
発
生
。
若
い
二
人
組
の
男
が
鍵

を
こ
じ
開
け
て
侵
入
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し

た
。
近
所
の
人
が
声
を
か
け
て
、
難
を
逃
れ

ま
し
た
。

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

中
山
健
一
様(

山
下
町)

の
ご
逝
去
に
伴

う
香
典
返
し
と
し
て
、
妻
の
文
子
様
か
ら

住
民
自
治
会
へ
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

婦
人
会
か
ら

ゴ
キ
ブ
リ
団
子
残
り
わ
ず
か
。

一
袋
２
０
０
円
で
す
。

日
奈
久
の
先
駆
者
た
ち
は
日
奈
久
新

地
干
拓
か
ら
40
年
ほ
ど
前
の
享
和
年
代

(

１
８
０
１
年
頃)

に
折
迫
干
拓
を
完
成

さ
せ
て
お
り
、
干
拓
事
業
で
は
貴
い
経

験
を
持
つ
権
威
者
で
し
た
。

幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
は
、

日
奈
久
の
人
口
２
２
０
０
人
戸
数
５
０

０
戸
と
発
展
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

田
畑
は
折
迫
は
15
町
歩
、
日
奈
久
新
地

は
80
町
歩
あ
っ
た
も
の
の
、
多
く
が
徳

米
と
し
て
藩
の
収
入
と
な
っ
た
た
め
、

食
料
は
不
足
し
、
一
方
で
は
人
口
が
増

え
、
宅
地
も
不
足
し
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
作
ら
れ
た
の
が
町
裏
新
地
で
、
な

ん
と
、
こ
れ
は
す
べ
て
民
間
の
財
力
で

ま
か
な
わ
れ
た
の
で
す
。

着
工
は
江
戸
時
代
末
期
の
慶
応
３
年

(

１
８
６
７
年)

、
完
成
は
１
年
半
後
の

明
治
元
年
12
月
。
堤
防
に
は
ハ
ゼ
を
植

え
、
実(

ろ
う
そ
く
の
原
料)

の
収
益
を

維
持
費
に
充
て
ま
し
た
。
葭(

よ
し)

が

繁
茂
し
て
い
た
の
で
、
葭
原
新
地
と
も

呼
ば
れ
ま
し
た
。

※
本
文
は
中
原
文
敬
著
「
日
奈
久
の
歴

史
」
、
高
田
榮
昭
さ
ん(

浜
町
）
の
解
説

を
参
考
に
ま
し
た
。

住
民
が
作
っ
た
干
拓

町
裏
新
地

日
奈
久
歴
史
散
歩

塩
南
町

七
搦
（
な
な
か
ら
げ
）
正
子
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２

６
月
18
日(

日
）
今
年
も
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
収
穫
祭
が
９
時
か
ら
11
時
の
予
定
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し

た
が
２
５
０
人
を
越
え
る
参
加
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
９
時
前
に
は
受
付
に
長
蛇
の

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
関
係
者
一
同
無

事
に
滞
り
な
く
行
事
を
終
え
る
こ
と
が
出

来
て
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
継
続
は
力
な
り
。
と
い
い
ま
す
が
、

毎
年
こ
れ
だ
け
の
人
達
が
楽
し
み
に
参
加

さ
れ
る
の
を
見
ま
す
と
、
こ
の
収
穫
祭
は

も
う
定
着
し
て
い
る
様
に
感
じ
ま
し
た
。

６
本
で
５
０
０
円
と
い
う
安
価
で
し
た
。

当
日
は
千
丁
町
の
田
中
農
産
様
よ
り
ア

ン
デ
ス
レ
ッ
ド
（
赤
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）
の
無

料
配
布
も
あ
り
ま
し
た
。
来
年
が
又
楽
し

み
な
今
年
の
ド
ル
チ
ェ
ド
リ
ー
ム
収
穫
祭

で
し
た
。
今
年
も
ア
グ
リ
日
奈
久
の
白
石

代
表
の
ご
厚
意
に
感
謝
で
す
。

日
奈
久
駅
は
、
大
正
12
年(

１
９
２
３

年)

に
開
業
し
、
今
年
１
０
０
周
年
を
迎

え
ま
す
。
平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）
３

月
に
JR
九
州
か
ら
経
営
分
離
さ
れ
、
第
三

セ
ク
タ
ー
鉄
道
と
し
て
再
出
発
し
た
肥
薩

お
れ
ん
じ
鉄
道
。
そ
れ
か
ら
、
日
奈
久
温

泉
駅
と
名
称
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と

き
か
ら
、
日
奈
久
お
き
ん
女
会
に
よ
る
温

か
い
お
も
て
な
し
の
心
が
満
ち
る
駅
と
し

て
、
旅
行
者
の
心
を
癒
や
し
続
け
て
い
ま

す
。
現
在
の
お
き
ん
女
会
代
表
の
宮
田
ま

ち
子
さ
ん
は
、
「
こ
れ
ま
で
日
奈
久
温
泉

駅
を
守
っ
て
こ
ら
れ
た
先
輩
の
方
々
の
お

も
て
な
し
の
心
を
受
け
継
い
で
、
み
ん
な

で
仲
良
く
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
お
客
様
と
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
り
、
笑

顔
に
出
会
え
る
の
も
楽
し
み
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

ま
た
、
観
光
列
車
お
れ
ん
じ
食
堂
が
走

る
日
は
、
沿
線
で
旗
を
振
る
「
振
り
鉄
」

の
皆
さ
ん
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
地
域
を

挙
げ
て

お
も
て

な
し
の

心
あ
ふ

れ
る
日

奈
久
の

姿
が
見

ら
れ
ま

す
。

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
社
長

古
森(

ふ
る
も
り
）
美
津
代

大
正
12
年
（
１
９
２
３
年
）
７
月
、
肥

薩
線
の
日
奈
久
駅
と
し
て
、
八
代
駅
〜
日

奈
久
駅
間
が
開
業
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

八
代
駅
〜
川
内
駅
間
が
全
線
繋
が
っ
た
時

に
鹿
児
島
本
線
と
な
り
、
平
成
16
年
（
２

０
０
４
年
）
３
月
に
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

線
と
な
り
ま
し
た
。

開
業
当
初
か
ら
数
え
る
と
１
０
０
周
年

と
い
う
節
目
の
時
を
迎
え
ま
す
の
で
、
沿

線
の
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

７
月
22
日(

土)

午
前
10
時
か
ら
日
奈
久

温
泉
駅
で
、
開
業
１
０
０
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◆
「
ぬ
れ
せ
ん
べ
い
」
で
有
名
な
銚
子
電

気
鉄
道
が
制
作
し
た
映
画
「
電
車
を
止
め

る
な
」
を
上
映
し
ま
す
。
地
方
ロ
ー
カ
ル

鉄
道
を
応
援
す
る
映
画
で
す
。

◆
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の
ミ
ニ
ト
レ
イ
ン

を
初
め
て
運
行
し
ま
す
。
乗
車
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

◆
日
奈
久
お
き
ん
女
会
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

・
く
ま
モ
ン
来
場
・
園
児
の
楽
器
演
奏

・
物
品
販
売
（
卵
、
饅
頭
、
い
き
な
り
団

子
、
各
種
野
菜
、
お
に
ぎ
り
な
ど
）

・
小
早
川
恭
子
さ
ん
、
村
橋
亮
子
さ
ん
と

一
緒
に
歌
お
う
コ
ー
ナ
ー

・
特
設
飲
食
ス
ペ
ー
ス
な
ど
も
予
定
し
て

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着

き
、
従
来
の
大
会
を
再
開
し
よ
う
と
計
画

し
て
い
ま
す
。
校
区
の
皆
さ
ん
の
積
極
的

な
参
加
で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

６
月

ス
ポ
ー
ツ
協
会
総
会
（
25
日)

７
月

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会(

５
日)

卓
球
大
会(

15
日)

８
月

野
球
大
会(

13
日)

９
月

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

10
月

校
区
民
体
育
祭(

８
日)

11
月

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

１
月

第
52
回
駅
伝
競
走
大
会(

１
日)

第
19
回
八
代
市
校
区

対
抗
駅
伝
大
会

現
在
分
か
っ
て
い
る
行
事
で
す
。
今
後

理
事
会
を
通
し
て
、
具
体
的
な
内
容
が
決

定
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

温
か
い
お
も
て
な
し
の
心
が
満
ち
る
駅

日
奈
久
温
泉
駅
１
０
０
周
年
イ
ベ
ン
ト
を

７
月
22
日(

土)

午
前
10
時
か
ら
開
催
予
定
！

現在の日奈久温泉駅と

おきん女会メンバー

おれんじ食堂を見送る

「振り鉄」の皆さん

懐かしい馬車と日奈久駅

日奈久駅に停車した

懐かしい蒸気機関車

皆
さ
ん
の
参
加
で

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う

ス
ポ
ー
ツ
協
会
行
事
予
定

塩
南
町
在
住
の
甲
田
智
之
さ
ん
が
、
全
国

公
募
写
真
展
の
「
２
０
２
３

年
『
視
点
』
」
（
主
催

日

本
リ
ア
リ
ズ
ム
写
真
集
団
）

に
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

題
名
は
「
古
里
の
便
り
」

５
点
の
組
写
真
で
す
。
今
回

は
、
そ
の
う
ち
の
１
枚
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
日
奈
久
の
町

を
温
か
い
ま
な
ざ
し
で
と
ら

え
ら
れ
た
写
真
で
す
。
応
募

者
数
は
、
６
０
７
名
、
入
賞
・

入
選
数
２
５
７
名
で
す
。
県

下
で
も
２
名
だ
け
の
入
選
で

す
。
今
回
は
、
永
年
会
員
表

彰
（
30
年
）
も
受
け
ら
れ
る

そ
う
で
す
。

甲田智之さん(塩南町)

全国写真展「2023年『視点』」入選

今
年
も
大
人
気
で
し
た
！
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
穫
祭

親子連れで大賑わい

早速かぶりついて「おいしい」

ジャガイモの無料配付

も大人気

今
年
こ
そ
神
幸
行
列
を
！

丑
の
湯
祭
り
前
夜
祭
（
７
月
29
日
）
と
本
祭(

７
月
30
日)

【
丑
の
湯
祭
り

前
夜
祭
】

◆
期
日

７
月
29
日(

土)

◆
場
所

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

◆
主
催

湯
の
里
日
奈
久
振
興
会

◆
イ
ベ
ン
ト
紹
介

○
午
後
４
時
〜

・
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

※
マ
リ
オ
カ
ー
ト

中
学
生
ま
で(

参
加
資
格)

優
勝
賞
品(

ニ
ン
テ
ン
ド
ーS
w
i
t
c
h
)

・
ラ
ム
ネ
早
飲
み
・
ち
く
わ
早
食
い
大
会

○
午
後
６
時
〜

・
秀
岳
館
高
校
書
道
部
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

・
む
た
ゆ
う
じ
ラ
イ
ブ

・
ヤ
ウ
チ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

・
真
紅
舞

(

和
太
鼓)

○
午
後
８
時
〜

大
抽
選
会

・
数
万
円
相
当
の
豪
華
賞
品
が
当
た
り
ま

す
。
抽
選
券
は
夜
店
で
お
買
い
物
ご
と
に

お
渡
し
し
ま
す
。
浴
衣
、
甚
平
で
来
ら
れ

た
ら
抽
選
券
１
枚
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
出
店
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
テ
ン
ト
ブ
ー

ス
あ
り

【
丑
の
湯
祭
り

本
祭
】

◆
期
日

７
月
30
日(

日)

※
雨
天
中
止

◆
請
前

中
西
町

◆
神
幸
行
列

午
前
９
時
50
分
に
ば
ん
ぺ

い
湯
前
を
ス
タ
ー
ト
。
国
道
３
号
線
を
通

ら
ず
に
町
内
を
折
り
返
す
コ
ー
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。
子
供
神
輿
や
踊
り
も
実
施
さ

れ
る
予
定
で
す
。

７
月
29
日(

土)

、
丑
の
湯
祭
り
の
前
夜

祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、

日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯
１
階

本
湯
と
東
湯
は
、
終
日
入
浴
無
料
開
放
と

な
り
ま
す
。

１
階
本
湯(

午
前
10
時
〜
午
後
10
時)

東
湯(

午
前
６
時
〜
午
後
10
時)

な
お
、
７
月
13
日(

木)

は
、
ば
ん
ぺ
い

湯
の
電
気
工
事
の
た
め
、
ば
ん
ぺ
い
湯
と

東
湯
は
、
両
館
と
も
休
館
で
す
。
ば
ん
ぺ

い
湯
は
、
18
日
（
火
）
も
休
館
日
で
す
。

ば
ん
ぺ
い
湯
か
ら
の
お
知
ら
せ


